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【意義】

• まちづくりが進められている大宮駅周辺地区と浦和美園地区とのアクセス利便性（所要時間、乗換回数）の向上

• 他の鉄道路線の代替機能による大規模災害発生時等のリダンダンシー確保

• 自動車から公共交通への転換促進による温室効果ガス等の排出削減

【課題】

• 収支採算性に課題があるため、関係地方公共団体等において、需要の創出に繋がる沿線開発や交流人口の増加に向けた取
組等を着実に進めた上で、事業計画について十分な検討が行われることを期待

• また、導入空間の確保を含めたルートについて、検討が行われることも期待

⇒導入する交通システムの候補の再整理・比較が必要

【位置付け】

• さいたま市総合都市交通体系マスタープラン基本計画にも東西（大宮～美園）を結ぶ軸として位置付け

〇将来の交通ネットワーク（さいたま市総合都市交通体系マスタープラン基本計画）



①東西交通大宮ルートの検討概要
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• さいたま市では、市内中央部の東西方向の移動手段として、バスが運行されている

⇒しかし、自動車交通量の増加、道路基盤整備の遅れに伴う道路混雑・渋滞等により、定時性と速達性の確保が困難な状況

となっていることから東西交通大宮ルートの整備が期待されている

〇東西交通大宮ルート沿線の路線バスネットワーク 〇昼間12時間平均旅行速度

• 大宮駅から東西交通大宮ルート沿線方面のエリアには、浦和
美園駅、大谷県営住宅、東新井団地、自治医大医療センター
等への路線が運行

【運行本数】
800本/日
【乗降客数】
7,230,000人/年、20,000人/日
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• ルート沿線では都市的な土地利用を図る地区のほか、見沼田圃など自然的土地利用を維持・保全する地区も存在

• 首都圏の保全すべき自然環境の一つに位置付けられている見沼田圃を横断することから、環境保全との調整について懸念
されている

〇水とみどりの方針図〇土地利用方針図

①東西交通大宮ルートの検討概要
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• 東西交通大宮ルートに求められる条件を検討の上、設定されたルート案は下図の4案

⇒沿線には、下図（赤囲み）の施設が位置しており、施設沿線に整備された場合、各施設の利用者が、東西交通を使用す

る可能性がある

〇モデルルートの設定条件

• 大宮から埼玉スタジアム2002間を基本に、起点・経由・終点を設定

• 大宮駅はまちづくりとの連携が図れる可能性のある東口への接続（東西連絡は検討しない）

• さいたま新都心は、可能な限り長距離バスターミナルと接続するように設定

• 鉄道駅とのアクセス性を高めるため、可能な限り既設の駅前広場に接続する様に設定

• 現道・都市計画道路・構想道路上にルートを設定

※198号答申提案時のルートであり、現時点で確定したものではありません



• LRT整備による費用便益分析は、国による2016年7月に「鉄道ネットワークのプロジェクトの検討結果」、市が2014
年度にモデルルートとして検討した４ルートの試算が公表されている

• 国によるB/Cの試算は市のいずれのルートの試算値よりも低く算出されている

〇費用便益分析結果（国・市の比較）

① 総事業費は、都市計画決定されている道路上にルートが設定されている場合、都市計画道路の
整備・拡幅に関する用地買収費や道路築造費や交通渋滞等への対策費は含まれていない

② 市が検討した４つのモデルルートの中から最終的なルートを決定するのではなく、交通政策審議
会に提案するために必要性を検証し、特定の条件を設定するために試算したもの

③ 市の推計値は、評価期間30年の値を記載
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①東西交通大宮ルートの検討概要
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① 収支採算性の向上

• 費用便益費（B/C）は1.0を上回っているものの、評価期間の30年で黒字転換
が可能であるか、検証が求められる。

② 導入空間

• これまでの検討では、既存の道路空間の再配分や必要に応じた道路の拡幅を想定
してきたが、高架などの別空間を確保する方法も検討する必要がある。

• 延伸構想のある高速道路の高架下に整備するルート案もあるが、沿線需要も含め
て、市街化調整区域に高規格なインフラを整備する必要性があるかの検証も必要
となる。

③ 関係者間の合意形成及び調整

• 市民及び関係者に、本市における公共交通のあり方、LRT等の導入についての
考え方など、十分な説明を行い、合意形成を図ることが重要である。

• LRT等の整備により、当該区域で運行する路線バス事業者等は大きな影響を受
けることから、路線バスの改廃も含めた再編など、事業者との合意形成を図るこ
とが求められる。

①東西交通大宮ルートの検討概要



②次期答申に向けた検討ステップ

過年度の専門部会での議論から整理した対応方針を踏まえ、中量輸送システム（LRT）導入の先進事
例である宇都宮市（下図）を参考として、検討プロセスを設定する。

出典：新交通システム導入基本計画策定調査報告書（概要） 平成15 年3 月 栃木県・宇都宮市



②次期答申に向けた検討ステップ

• 最新のPT調査結果等に基づいた、大宮～浦和美園エリアの市内外の移動
実態、ニーズの現状把握
• 輸送システムの特性、導入空間、走行空間、関連法制度等について事業
化のための課題を整理

• 大宮～浦和美園間の交通ネットワーク・サービスレベルや移動ニーズに対
する現状の交通ネットワーク・サービスの過不足を整理

• 新型感染症の拡大等の社会情勢・くらしの変化を踏まえた将来的な東西交
通の必要性を再検証

○東西交通専門部会の設置

• 専門部会の役割とスケジュールを共有
• 東西交通大宮ルートの関する過去の検討状況について共有

〇専門部会の設置 (令和元年度第1回部会令和元年9月25日)

• LRTの国内先行事例の紹介、都市の持続的発展、モビリティ、欧米の事例について研究紹介
〇先行事例や研究の紹介(令和元年度第2回部会令和2年2月27日)

①東西交通大宮ルートの必要性の再検証

〇東西交通に係る交通の現状把握

• 大宮GCS構想、浦和美園・東西交通沿線まちづくり、地下鉄7号線延伸等
の、東西交通に係る具体の関連計画・事業の進捗、内容を把握し、東西交
通大宮ルート導入による影響（関連計画へのメリット・デメリット）を整理

• 大宮～浦和美園間の地域・エリアの土地利用や住民ニーズ、エリアマネジ
メント等の動向を把握し、東西交通大宮ルート導入が地域にもたらす効果
及び懸念事項を整理
• 総合振興計画、SMARTプラン、地域公共交通計画等の上位・関連計画の
見直し・策定を踏まえた、将来都市構造・交通ネットワークにおける東西交
通の位置づけ、役割からその必要性を整理

〇東西交通に係るまちづくりの現状把握

②新たな交通システムの導入方針の検討

• 令和元年度専門部会の意見を踏まえ、今後の検討課題や進め方を共有
• 中量輸送システムの特徴比較、事例検証を共有

〇今後の検討課題や進め方の共有 (令和2年度第1回部会令和3年3月12日～24日)

• ①、②の整理を踏まえた、まちづくりからみた東西交通の目的・めざすべき
姿を明確化

〇基本方針・コンセプトの検討

• 既存公共交通、LRTやBRT等の中量軌道輸送システムの導入により期待さ
れる効果・検討課題を比較整理
• 導入区間・ルートに対応した適切な交通システムの候補案を検討

〇システム導入による効果の整理

• 交通政策審議会198号答申及びこれまでに検討した4ルートの特徴と導入
に向けた課題を再検証し、導入区間・ルートの役割・効果・課題を具体化・
明確化

〇導入区間・ルートの検討

※赤文字部分はR3検討
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②次期答申に向けた検討ステップ

• 概算事業費や費用負担等の検証方法を、国・県の制度等を整理の上で検
討、具体化
• 計画の判断基準を明確化

③新たな交通システムの導入計画の検討

• 導入するルートの道路空間の現状、沿道土地利用状況を踏まえた、軌道の整
備方式、駅施設、関連施設の整備等の前提条件及び整備上の課題の検討

〇施設整備の考え方

④事業評価の検討

〇事業評価の考え方の整理

• 国のガイドライン、他都市における需要予測の前提条件、予測手法の整
理から、需要予測方法を検討
• ③、④の検討を踏まえた需要予測

〇需要予測

⑤次期答申に向けた計画の判断

• 需要予測結果を踏まえた、 B／Cの検証、事業実現による社会・経済的効
果の整理
• 経済・社会情勢、財政状況を踏まえた事業採算性の整理

〇必要性・事業性の整理

• 検討結果及び経済・社会情勢を踏まえ、次期答申に向けた計画に位置付け
る内容を判断

〇計画の最終判断

• 関連計画・事業及び周辺交通機関への影響について、整備時期やコスト、
マイナス効果等の視点から整理

〇関連事業の整理

⑥次期答申の対応

• 実現に向けた課題に対する解決策の検討
• 次期答申の資料作成

〇庁内検討会の調整

• 「東京圏における今後の都市鉄道のあり方に関するアンケート」に記載し事
業提案、審議会のヒアリング
• 6月まちづくり委員会報告

〇次期答申のアンケート調査による事業提案・審議会のヒアリング、議会報告

• 導入するルートの沿線ニーズを踏まえた、定員・運行頻度・車両・速度・運賃
等のサービス水準の設定

〇サービス水準の検討

• 整備の実現に向けたプロセスを具体化し、各段階において克服すべき課題
及び対応方針を検討

〇実現に向けた課題の抽出

※前回のH27年度を参考

次期答申（R13） 12
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意見内容 対応方針 次期答申に向けた検討ステップ

• 新たな交通システム導入により、カーボンニュー
トラルなどの環境負荷に対する効果や、暮らしが
どのように豊かになるかを議論できると良い。

• コロナ後の長距離・短距離移動の行動の変化も想
定し、様々な考え方で幅広に東西交通の必要性を
評価できると良い。

• 東西交通導入をまちづくりとして捉えて、コロナ
後の新たなライフスタイルの提案などの議論を深
めていけると良い。

• 東西交通が導入されることによる、まちづくりへ
の効果という視点も必要である。

• 新たなライフスタイルやカーボンニュートラル等の社
会・経済やくらしの情勢の変化について、近年の動向
を整理・把握した上で、将来的な東西交通の持つべき
役割や必要性を再検証していきます。

①東西交通大宮ルートの必要性
の再検証

• 環境、防災、ポストコロナ、一極集中等の国の考
えも踏まえた検討とすることで、市民からもコン
センサスが得られやすくなるのではないか。

• まちづくりや公共交通の整備に係る、国等の方針につ
いての最新情報を整理・把握しフィードバックしなが
ら、東西交通の意義・役割を検証していきます。

①東西交通大宮ルートの必要性
の再検証

• 交通システムにより建設費が大きく異なる点に留
意が必要である。

• 建設費に車両の費用は入っているのかなどの実際
に検討していく際には詳細な検討が必要になる。

• まずは、公共交通の占用空間の確保としてバス専
用レーンで整備を行い、のちにLRTに転換するな
ど、段階的な整備というパターンも考えられます。

• 交通システムの導入に当たっては、交通モード別に、
詳細なコストの内訳等も含めた特性を整理・比較した
上で、計画の検討を進めます。

③新たな交通システムの導入計
画の検討

• ルート案の中には、既存道路の混雑や幅員等から
実現性が高くないものもあるのではないか。

• 大宮に直通のルートだけではなく、新都心を経由
する等の可能性もあって良いのではないか。

• ルートについては、既存の交通との重ね合わせ、
役割分担、関係性の整理が必要になる。

• 東西交通に係る交通・まちづくりの現状把握に基づき、
交通政策審議会198号答申及びこれまでに検討した4
ルートの特徴と導入に向けた課題を再検証していきま
す。

②新たな交通システムの導入方
針の検討

•令和３年度第1回東西交通専門部会で頂いたご意見を踏まえ、本部会における対応方針を取りまとめました
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意見内容 対応方針 次期答申に向けた検討ステップ

• 新しい交通環境を考える際には、バス待ち環境も
含めて駅周辺のまちづくりと連携した検討が重要
である。

• 大宮駅を起終点とする場合に結節点として、バス
待ち環境やウォーカブル空間等、課題を明確にし
て、解決案を検討することが重要である。

• 導入計画を検討する際には、ルートの道路空間の現状、
沿道土地利用状況、まちづくりの現状等を踏まえて、
軌道の整備方式、駅施設、関連施設を含めた整備等の
前提条件及び課題を検討します。

③新たな交通システムの導入計
画の検討

• 次期答申に向けて議論を進める中で、判断をしな
ければいけないが、そのためには、きちんと課題
を示したうえで、解決策を示す必要がある。

• 宇都宮市等の先進事例も参考として、ルート案の
費用面での前提条件についても整理が必要ではな
いか。

• 専門部会においては、多様な側面から東西交通の必要
性を分析、議論した上で、詳細なコストの内訳等も検
証した上で、整備による効果と課題を明確にし、次期
答申に向けた計画に位置付ける内容を判断します。

⑤次期答申に向けた計画の判断

•令和３年度第1回東西交通専門部会で頂いたご意見を踏まえ、本部会における対応方針を取りまとめました



④過年度専門部会意見の対応と次期答申に向けた検討ステップの確認
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意見内容 対応方針
次期答申に向けた検討

ステップ

部会の年度

R1 R2 R3

• 大宮駅グランドセントラルステーショ
ン化構想などと、いかに連携して機能
を発揮するものが作れるかが重要であ
る

• 将来さいたま市が東西交通を引いた際
に、沿線でどのような都市計画の見直
しがされ、まちづくりが行われるかと
いう点にも配慮が必要である

• 東西交通の検討に際しては、線だけで
考えるのでなく、面として都市をどう
するのかを一緒に考える必要がある

• 宇都宮で反対派の意見もある中、最終
的にLRTの新規導入と決定した背景等
を検討の参考とするべき

• さいたま市総合都市交通体系マスター
プラン基本計画における、市域の中
央・東に位置する市街地を結び市民の
交流・連携を促進する役割としての位
置付け、さいたま市総合振興計画・基
本計画及び都市計画マスタープランに
おける、東西（大宮～美園地区間）を
結ぶネットワークの一部としての位置
付けに基づき検討を進めます

①東西交通大宮ルー
トの必要性の再検証

●

• 今後の専門部会では、東西ルートの意
義、目的、何をやりたいのでこういっ
たものが検討されていくか、という部
分を議論するべき

• アクセス利便性向上やリダンダンシー
確保、温室効果ガス等の排出削減など
の意義を再検証し、将来需要等を見据
えた意義を明確化していきます

①東西交通大宮ルー
トの必要性の再検証 ●

• まちづくりとの関連、各種データ、輸
送モードの比較等を基に、住民参加を
行い、検討を進めてほしい

• 新都心を含む大宮駅周辺の交通環境整
備を考慮してほしい

• 答申ありきではなく、さいたま市とし
ての真のニーズに基づいた検討をして
ほしい

• 移動実態や移動ニーズ等の交通、関連
計画における将来都市構造・交通ネッ
トワーク等のまちづくりに係る現状把
握を行い、必要性を再検証していきま
す

①東西交通の必要性の
再検証について

●

•次期答申に向けた検討ステップの中では、過年度までに開催した専門部会において頂いた意見も踏まえ、検討を進めます。
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意見内容 対応方針
次期答申に向けた検討

ステップ

部会の年度

R1 R2 R3

• 様々なモードを検証しながら、今後議
論を進めるべき

• 軌道系の交通手段を道路空間に導入で
きる余地があるか、LRTありきではな
く、バスの充実やBRT・SRTの導入
などの手法も合わせて検討するべき

• ＬＲＴの道路整備が可能であれば、コ
スト的にはバス専用レーンの方が効率
的である

• これまでの調査では、「中量軌道シス
テム」として、LRTを想定して検討を
実施してきたが、交通モード別に、コ
ストも含めた特性を再整理・比較した
上で、適切な交通システムの導入検討
を目指します。

②新たな交通システム
の導入方針の検討

●

• 東日本の中枢・玄関口である大宮と浦
和美園の価値を踏まえ、まちを結んで
活性化を促すことに、積極的な意義を
見出してほしい

• 市街化調整区域の多いエリアでは経済
効果が見込めないのではないか

• 既存の構想や計画（地下鉄7号線延伸、
大宮GCS構想、スマートシティプラン
など）を踏まえて東西交通を考えたい

• 見沼田圃を横切ることついて、様々な
意見が挙がることが予想される

• 想定ルートの沿線地域のまちづくりや
住民の意見等との整合・連携を図った
検討が必要である

• 東西交通の導入による関連計画への影
響、沿線地域の土地利用等の把握によ
り効果や懸念事項を整理していきます

②新たな交通システム
の導入による影響や効
果の把握について

●

• LRTの専用軌道の整備により渋滞の悪
化や、事故の増加も懸念される

• 大宮駅やさいたま新都心駅で良好な乗
り継ぎが確保されるかも検討が必要で
ある

• 沿線開発や交流人口の増加に向けた取
組等の状況を踏まえて事業計画につい
て検討します

③新たな交通システ
ムの導入計画の検討

●

•次期答申に向けた検討ステップの中では、過年度までに開催した専門部会において頂いた意見も踏まえ、検討を進めます。
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意見内容 対応方針
次期答申に向けた検討

ステップ

部会の年度

R1 R2 R3

• 他都市の事例は、固有の前提条件や課
題に対し、どのような手法で課題解
決・合意形成を図ったのか整理してほ
しい

• 導入する道路空間や土地利用を踏まえ
た施設整備の考え方、沿線ニーズを踏
まえたサービス水準の設定を検討し、
整備時期やコスト等の視点から周辺環
境への影響をしていきます

④新たな交通システム
の導入計画の検討につ
いて ●

• ＬＲＴの事業収支は、他都市の事例も
確認しながら、一方で、既存の路線バ
スを充実の可能性についても考え、
しっかりと議論していく必要がある

• 投下コスト、運営費、需要予測等を踏
まえた、収支面での検証も必要である

• 沿線開発や交流人口の増加に向けた取
組等の状況を踏まえて事業計画につい
て検討します

④事業評価の検討

●

• 東西交通の利用者、周辺住民、事業者、
高齢者、障害者等のあらゆる方の意見
を踏まえて最終的な評価、導入の決定、
どの輸送手段を選ぶかを検討するべき

• 沿線開発や交流人口の増加に向けた取
組等の状況を踏まえて事業計画につい
て検討します

⑤次期答申に向けた
計画の判断

●

• 人口減少、建設費・用地費、他事例の
事業評価などを踏まえた上で、事業評
価をしてほしい

• 国や県の制度、他都市の事例等の調査
により、概算事業費や費用負担等の検
証方法、需要予測方法を検討し、需要
予測を行っていきます

⑤事業評価の検討に
ついて ●

•次期答申に向けた検討ステップの中では、過年度までに開催した専門部会において頂いた意見も踏まえ、検討を進めます。


